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派生開発推進協議会（AFFORDD）の紹介
派生開発を成功させる方法を手に入れて、普及していくために、 
研究会・地方部会でのグループ活動を行なっています。 
（ホームページ）http://affordd.jp

＋ 関西部会 
    ながの部会 
    （中部部会）
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AFFORDD関西部会の紹介
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スペックアウトとは
設計書の不足を補うために、ソースコードから必要な設計書
を起こす行為を「スペックアウト」と呼ぶ

5

派生開発における使い方や注意点は 
この書籍や関連資料を参照ください

ここでは、スペックアウトの考え方と 
手順・成果物のサンプルを紹介します

「スペックアウト」は、この書籍に 
紹介されているXDDPにおける用語です
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XDDPにおける位置付け
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（引用元）http://affordd.jp/conference2017/ 
               affordd_conference2017_poster1.pdf
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どこまで理解できたのか判断できないし 
すぐに忘れてしまうよね…

スペックアウトが無いとき

7

Program 
made by others

Understand?
Forgetting...
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スペックアウトが有るとき

8

Output
Design spec.

思い出しやすくて途中からの再開もできる 
なにより設計の落とし所が分かってくるよ

Program 
made by others

これ私にも 
見せてよ

Co-workers

形を変えることで
理解が深まるね
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一覧とデータ参照の表現

9

資料名 内容 今回の用途

ソースファイル 含まれる機能

関数名 説明

データ名 説明

一覧表
データ名 f1 f2 f3 f4 f5
d1 ● ● ● ●
d2 ● ● ●
d3 ● ●

データ参照表

まず一覧に
してみる

参照関係を
把握する
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処理構造の表現
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構造図
f1

f2 f3

f4 f5

調査済を示す

～か？
～する

f5

f4

～する

～の間 ～する

f3

PAD

これらの他に、ER図、クラス図、状態遷移表、 
AFD、シーケンス図など、必要に応じて活用

呼び出し構造
を把握する

処理手順を
把握する
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目的に応じてやり方を変える
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事前調査が目的なら 
広く浅く

f1

f2 f3

f4 f5

変更箇所を探すことが目的なら 
ポイントを絞って深く

f1

f2 f3

f7

f8

「スペックアウト探検隊」
にならないこと

スペックアウトの目的を明確にしてから取りかかる 
　知りたい機能は？　　知りたいことは？ 
　必要な調査資料は？　投入できる時間は？
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ケース・スタディ
ソースコードしかない状況で仕様を把握してテストをしたい 
→スペックアウトを活用できるかも？

12

ファイル分割ソフトを対象に手順・成果物のサンプルを紹介します

（コードの所在）https://sites.google.com/site/yikemac/cecsplit_1.0.4r1_win32.zip

後で資料を参照しながら作業できるように詳細に書いていますが 
まずはざっとイメージを掴んで頂ければと思います
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スペックアウト手順の例
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P1 
資料やソース
ファイルの一覧
を用意する

P2 
関数の一覧
を用意する

P4 
データ参照
関係を調査
する

P5 
知りたい機能
の処理構造を
調査する

P3 
変数の一覧
を用意する

P6 
必要に応じ
て処理手順を
調査する

P7 
要求仕様を
復元する

P8 
テスト仕様
を作成する

関数一覧
データ
参照表

要求仕様書

ソースファ
イル一覧

構造図

P9 
テスト結果
を記入する

テスト
仕様書

目的に応じて
やり方を変える

変数一覧*

資料一覧

PAD

変数一覧*

ソース
ファイル

既存資料
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P1 資料やソースファイルの一覧を用意する
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一覧があるだけでも 
どこに何があるか 
分かりやすくなるね

dirコマンド等で 
一覧を出力して 
Excelで整形する
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正規表現でgrep検索（サクラエディタの例）

P2 関数の一覧を用意する

15

クリックすると開ける

Excelで整形

基本的に目的語と動詞を書く
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P3 変数の一覧を用意する

16

正規表現でgrep検索

Excelで整形

関数スコープ外の変数のみ一覧する

正規表現を上手く 
使えると便利だね

オブジェクト指向なら 
クラス名の列があってもいいね

基本的に名詞を書く

作業時間の目安：100行／時間程度
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P4 データ参照関係を調査する
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この表があると影響
範囲が見て取れるね

Create 
Read 
Update 
Delete

生成 
読み取り 
更新 
削除

作業時間の目安：80交点／時間程度

Excelで行列を入れ替えて貼り付け

変数名でgrep検索

調査した範囲

調査する範囲

（参考）調査する機会が多いなら、ツールを用意しておくと時間短縮できる 
https://affordd.jp/conference2017/affordd_conference2017_p5.pdf

簡単にするなら 
交点に●でもいい



© 2020 派生開発推進協議会

P5 知りたい機能の処理構造を調査する

18

分割開始ボタンを 
クリックしたときの 
処理を調査したい場合

①関数一覧から当たりをつけて

③構造図に表現

②コードを調査して
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P5 知りたい機能の処理構造を調査する
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中身を調査する必要がなければ 
マクロやAPIは書かなくていい

分岐があることを示す記号→

関数一覧の該当箇所を 
並べて見ると分かりやすい
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P5 知りたい機能の処理構造を調査する
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関数一覧の該当箇所

←繰り返しがあること 
を示す記号

作業時間の目安：30関数／時間程度

実際にコードを見ながら 
辿ってきたから構造図から 
状況をイメージできるよ

（コードが複雑なので） 
PADを作成している 
ことを示す記号
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P6 必要に応じて処理手順を調査する
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①処理パターンを抽出して ②PADに表現

処理パターンを表現することで 
・PADが読みやすくなる 
・コードの読解を加速できる 
・知らない言語に対応できる
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P6 必要に応じて処理手順を調査する
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作業時間の目安：コード300行／時間程度

コードが複雑なら 
PADを書いた方が 
早く理解できるよ
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設計と生産性の関係

23

100行／時間でコードを 
書けるように設計しよう！

設計ができると仕事が 
早く終わりそうだね 
適切な要求仕様がある 
ことも前提になりそう

行／時間

100

0 コード行数100 1000 10000

10

設計できている場合

設計できていない場合

コーディングの生産性
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P7 要求仕様を復元する
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関数一覧と変数一覧の該当箇所

③コードや構造図・PADを参照しながら要求を書く 
（イベントから始まる一連の動作を表現する）

（参考）USDMの書き方についての説明資料 
https://affordd.jp/conference2017/affordd_conference2017_tutorial.pdf

④理由を書く

⑤仕様を書く ⑥TMの交点に 
関数名を書く

②カテゴリと 
記号を決める

①TMの列にファイル名を並べておく
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②該当する関数を調査して 
変数一覧にデータ構造を 

追記する

P7 要求仕様を復元する

25

関数一覧と変数一覧の該当箇所

①データ参照表から変数
の生成・更新箇所を探す

仕様に関連する変数の 
内容を調査しておく

基本的にデータ・ディクショナリ 
形式で表現して仕様と対応付ける
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P7 要求仕様を復元する
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作業時間の目安：コード100行／時間程度

この時点で色々な 
問題に気付くかも

関係者と読み合わせて 
チェックしていく
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要求仕様と不具合の関係
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改善が進んでいない開発現場の不具合状況

実装
15%

設計
25% 仕様

60%

仕様に関する不具合：10～20件／KLOC

USDMにより達成可能な水準

1件／KLOC以下

実装
15%

設計
25%

仕様
6%

54%

不具合発生工程：

不具合の半分は 
要求仕様の適切な表現と 
レビューで見つけよう！

特に要求の漏れや誤りは 
事前にしっかりレビューして 
もらわないとテストで 

検出するのは難しそうだね
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P8 テスト仕様を作成する
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①TMの列に仕様番号を並べておく
②テストを効率的に進めるための手順・条件を書く 
（準備や片付けも含めて作業しやすい順番に並べる）

③仕様網羅率を記入する

④テスト漏れをチェック
してテストやレビューの
追加要否を判断する

作業時間の目安：10仕様／時間程度

自動テストにする場合はテスト 
プログラムの要求仕様になる 

（機能分類TMを追加すると良い）

⑤読み合せて
チェック
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P9 テスト結果を記入する
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作業しやすく速くなるから 
テスト仕様を書きたくなるよ

テストを実行しながら 
判定とメモを記入する

作業日と担当者を記入
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作業時間のイメージ
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番号 プロセス 生産性 サイズ 見積り[時間]
P1 資料やソースファイルの一覧を用意する 100行／時間 20種類 0.2
P2 関数の一覧を用意する 100行／時間 60関数 0.5
P3 変数の一覧を用意する 100行／時間 30変数 0.3
P4 データ参照関係を調査する 80交点／時間 80交点 1
P5 知りたい機能の処理構造を調査する 30関数／時間 60関数 2
P6 必要に応じて処理手順を調査する コード300行／時間 600行 2
P7 要求仕様を復元する コード100行／時間 3000行 30
P8 テスト仕様を作成する 10仕様／時間 30仕様 3
P9 テスト結果を記入する 5仕様／時間 30仕様 6

仕様変更を含む不具合を修正する 0.3件／時間 90件 300

1日程度

2週間程度

例えば、3000行程度のソースファイルを想定すると

3ヶ月程度
事前に作業時間を見積り 
限られた時間の中で 
最良の手順を選択しよう

不具合が早く見つかるなら
これくらい時間をかけても 

いいかな？

＋事前の 
習得期間
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砂漠を広げない
既に「ソースコードしかない」・・・砂漠の状態 
　担当者は、このことを批判するが・・・ 
　多くの場合、新しい担当者も「砂漠」を広げてしまう 
　　原因＝新規設計の技術も、スペックアウトの技術もない 

新しく砂漠を広げないことが大事 
　スペックアウトによりソースコードの状況と、それを設計図表にしたときの 
　関係が見えるので、新規設計時に設計の落とし所が分かるようになる 
　　今回調査した所、修正する所を「オアシス」にして、混乱を鎮めていく 
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